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第３章 知事の意見及び事業者の見解 
方法書に対する知事の意見及び事業者の見解を以下に示す。 
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表
3
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1
 
方
法
書
に
対
す
る
知
事
の
意
見
及
び
事
業
者
の
見
解
 

N
o
.
 

方
法
書
区
分
 

知
事
意
見
 

事
業
者
見
解
 

準
備
書
へ
の
 

反
映
状
況
 

1
 

全
般
的
事
項
 

本
事
業
は
、
太
陽
光
発
電
所
と
し
て
本
県
の
環
境
影
響
評
価

条
例
が
適
用
さ
れ
る
初
め
て
の
事
業
で
あ
り
、
環
境
影
響
評
価

を
実

施
す

る
太

陽
光

発
電

所
と

し
て

は
全

国
で

も
最

大
級

の

事
業
で
あ
る
。
県
内
の
み
な
ら
ず
全
国
的
に
も
関
心
を
集
め
て

い
る
事
業
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
、
今
後
の
環
境
影
響

評
価
手
続
に
積
極
的
に
取
組
み
、
当
該
手
続
に
お
け
る
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
な
る
よ
う
進
め
る
こ
と
。
 

本
事
業
の
内
容
規
模
を
考
慮
し
て
、
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て

環
境
保
全
対
策
に
真
摯
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

－
 

2
 

全
般
的
事
項
 

環
境
影
響
評
価
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
意
見
等
に
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
情
報
公

開
に
努
め
る
こ
と
。
 

水
象

に
関

す
る

中
間

報
告

会
や

環
境

影
響

評
価

の
進

捗
報

告
会
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
情
報
公
開
に
配
慮
し
な

が
ら
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
準
備
書
の
公
告
縦
覧
開
始

前
の
事
前
説
明
会
の
実
施
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

－
 

3
 

全
般
的
事
項
 

環
境
影
響
評
価
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
計
画
地
及
び

そ
の
周
辺
地
域
が
清
浄
、
静
穏
な
環
境
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に

認
識
し
、
現
況
を
的
確

に
把
握
し
た
上
で
、
そ
の
状
況
を
で
き

る
限
り
悪
化
さ
せ
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
評
価
を
行
い
、
必
要

な
環
境
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
ま
た
、
環
境
保
全
措
置
の

選
定
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
計
画
の
見
直
し
を
含
め
た
複
数
の

環
境
保
全
措
置
の
比
較
検
討
を
行
う
こ
と
。
 

大
気
質
、
水
質
、
騒
音
・
振
動
な
ど
住
民
の
皆
様
の
生
活
環

境
に

関
わ

る
項

目
に

つ
い

て
準

備
書

で
予

測
評

価
を

実
施

い

た
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
大
き
な
影
響
の
発
生
は
想
定
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、
周
辺
地
域
の
現
況
の

環
境
が
清
浄
、
静
穏
で
あ
る
こ
と
に
配
慮
し
て
、
例
え
ば
、
工

事
用
車
両
の
走
行
で
は
、
出
来
る
だ
け
通
行
が
集
中
し
な
い
計

画
と
す
る
等
、
事
業
者
と
し
て
出
来
る
限
り
周
辺
環
境
に
配
慮

し
な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

ま
た
、
環
境
保
全
措
置
の
選
定
に
あ
た
り
、
長
野
県
環
境
影

響
評
価
技
術
委
員
会
の
委
員
の
先
生
方
の
ご
意
見
や
、
地
元
有

識
者
様
の
ご
意
見
を
頂
き
つ
つ
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
 

残
土
処
理
計
画
の
策
定
に
お
い
て
は
、
第
１
編

P
1-

6～
P1

-8

に
記

載
の

と
お

り
、

想
定

さ
れ

る
4

案
で

の
比

較
検

討
を

行

い
、
環
境
保
全
の
為
に
最
適
と
思
わ
れ
る
案
を
採
用
い
た
し
ま

し
た
。
 


 事

業
計
画
 

準
備

書
p
1-
6 

4
 

全
般
的
事
項
 

本
事
業
は
、
そ
の
開
発
の
規
模
や
形
態
か
ら
類
似
事
例
に
よ

る
予
測
が
困
難
な
面
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
環
境
影
響
評
価

準
備
書
（
以
下
「
準
備
書
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
類
似
事

例
に
よ
る
予
測
を
行
う
場
合
は
、
全
国
の
太
陽
光
発
電
所
の
事

例
を
で
き
る
限
り
収
集
し
た
上
で
、
予
測
の
根
拠
と
な
る
事
例

予
測
評
価
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
国
内
の
事
例
を
調
査

い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
複
数
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所

が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
山
間
地
を
利
用
し
た
類
似
事
例
と
し
て
、
 

三
重
県
の
「
四
日
市
ソ
ー
ラ
ー
事
業
」
、
大
分
県
の
「
ハ
ン

フ
ァ
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー
杵
築
」
も
確
認
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ


 予

測
方
法
 

準
備

書
 
各

項
目

の

「
予
測
方
法
」
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N
o
.
 

方
法
書
区
分
 

知
事
意
見
 

事
業
者
見
解
 

準
備
書
へ
の
 

反
映
状
況
 

を
明
記
し
、
そ
の
妥
当
性
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 

し
、
今
回
予
測
に
使
え
る
よ
う
な
情
報
に
つ
い
て
は
、
入
手
可

能
な
事
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

電
波
障
害
の
予
測
に
あ
た
っ
て
は
、
神
奈
川
県
お
け
る
、
当

社
の

稼
働

施
設

の
実

測
値

を
参

考
に

予
測

評
価

を
実

施
い

た

し
ま
し
た
。
 

5
 

事
業
計
画
 

盛
土
計
画
に
つ
い
て
 

(
1
)
水

流
の

あ
る

沢
へ

の
谷

埋
め

盛
土

の
築

造
に

つ
い

て
、

豪

雨
時

等
に

お
け

る
盛

土
内

へ
の

水
の

浸
透

に
係

る
現

実
的

な

条
件
を
設
定
し
、
地
震

等
に
よ
る
盛
土
の
変
形
や
安
定
性
、
上

流
側

の
土

地
の

安
定

性
や

暗
渠

管
の

耐
久

性
も

考
慮

し
た

上

で
、
安
全
性
に
つ
い
て

慎
重
に
予
測
評
価
を
行
う
こ
と
。
十
分

な
安
全
性
が
確
保
で
き
な
い
場
合
は
、
事
業
計
画
地
内
で
盛
土

と
し
て
残
土
を
処
理
す
る
計
画
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
。
 

(
2
)
準

備
書

に
お

い
て

、
盛

土
の

安
定

性
や

土
石

流
・

表
面

浸

食
に
対
す
る
安
全
性
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
結
果
を
分
か
り
や
す
い
資
料
で
示
す
と
と
も
に
、
そ
れ

ら
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

盛
土

の
施

工
計

画
を

明
ら

か
に

す

る
こ
と
。
 

(
3)

当
初

の
施

工
コ

ス
ト

だ
け

で
は

な
く

、
長

期
に

亘
る

管

理
・
保
守
等
を
含
め
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
面
で
も
検

討
を
行
う
こ
と
。
 

(
4
)
事

業
計

画
地

内
で

盛
土

と
し

て
残

土
を

処
理

す
る

計
画

を

見
直
す
場
合
は
、
県
に

報
告
し
、
そ
の
助
言
を
踏
ま
え
て
必
要

な
調
査
、
予
測
及
び
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
。
 

 
  

(
1)
(
2)
(
3)

方
法

書
の

段
階

に
お

い
て

計
画

し
て

お
り

ま
し

た
水

流
の
あ
る
沢
へ
の
盛
土

計
画

は
、
複

数
の

残
土
処

理
方

法
を

比
較

検
討
し
、
環
境
負
荷
が
最
も

小
さ

い
と

評
価

で
き

る
「
対

象
事
業

実
施
区
域
外
（
近
傍
）
へ

の
場
外

搬
出
」
案

を
採

用
す

る
計

画
に

見
直

し
ま

し
た

。
(4
)
事

業
計

画
地

内
で

盛
土

と
し

て
残

土
を

処
理
す
る
計
画
を
見
直

し
県
に
報
告
し
、
そ
の
助
言
を
踏
ま
え

て
必
要
な
調
査
、
予
測

及
び
評
価
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
 


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業
計
画
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備

書
p
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6 

6
 

事
業
計
画
 

事
業
計
画
地
の
約
半
分
が
不
浸
透
域
と
な
る
こ
と
か
ら
、
浸

透
性
の
排
水
溝
や
道
路
の
浸
透
性
舗
装
の
採
用
等
を
含
め
、
計

画
地
内
全
域
と
し
て
浸
透
能
を
向
上
さ
せ
る
方
策
を
検
討
し
、

準
備
書
に
記
載
す
る
こ
と
。
 

残
置
森
林
は
比
較
的
浸
透
性
の
高
い
現
状
を
維
持
し
ま
す
。
 

一
方
、
パ
ネ
ル
設
置
エ
リ
ア
で
の
雨
水
浸
透
箇
所
は
一
様
で

は
無
く
、
パ
ネ
ル
面
か
ら
の
雨
滴
落
下
地
点
に
集
中
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
長
期
間
の
雨
滴
落
下
に
よ
っ
て
地
表
面
が
浸
食
さ

れ
て
水
の
道
が
作
ら
れ
る
可
能
性
が
否
め
な
い
こ
と
か
ら
、
特

に
傾
斜
の
急
な
パ
ネ
ル
設
置
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
雨
水
が
こ

こ
を
通
っ
て
下
流
に
流
れ
出
し
、
相
対
的
に
雨
水
の
浸
透
能
力

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
当
該
箇
所
に
砕
石
等
を
敷


 調

査
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
6
-
9
6
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N
o
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方
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書
区
分
 

知
事
意
見
 

事
業
者
見
解
 

準
備
書
へ
の
 

反
映
状
況
 

く
な

ど
し

て
浸

透
能

力
の

維
持

と
表

面
浸

食
の

防
止

を
図

り

ま
す
。
 

ま
た
、
防
災
の
観
点
か
ら
、
パ
ネ
ル
設
置
エ
リ
ア
に
は
雨
水

排
水

路
を

設
け

て
調

整
池

に
雨

水
を

導
く

設
計

と
し

て
お

り

ま
す
が
、
一
方
で
パ
ネ
ル
設
置
エ
リ
ア
の
浸
透
能
力
を
維
持
す

る
た
め
に
、
素
掘
り
・
砕
石
敷
の
排
水
路
や
暗
渠
管
等
を
組
み

合
わ
せ
た
排
水
計
画
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
 

な
お
、
管
理
道
路
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
勾
配
が
大
き
な
箇

所
を
除
き
、
浸
透
性
の
高
い
砕
石
舗
装
を
採
用
し
ま
す
。
 

7
 

事
業
計
画
 

維
持
管
理
に
農
薬
等
を
用
い
な
い
計
画
で
あ
る
た
め
、
供
用

時
に

お
け

る
水

質
へ

の
影

響
は

予
測

評
価

の
対

象
と

し
て

い

な
い
が
、
広
大
な
事
業
計
画
地
の
除
草
を
ど
の
よ
う
に
手
作
業

で
行
う
の
か
、
準
備
書
に
お
い
て
具
体
的
な
維
持
管
理
の
計
画

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
 

対
象
事
業
実
施
区
域
内
の
除
草
は
、
除
草
剤
を
用
い
ず
、
手

作
業
で
の
除
草
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

 

除
草

を
実

施
す

る
面

積
は

、
太

陽
光

発
電

施
設

面
積

の
約

8
8.

6h
a

で
す

。
こ

の
う

ち
、

急
斜

面
地

、
ソ

ー
ラ

ー
パ

ネ
ル

下
、
及
び
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
間
等
の
狭
い
場
所
は
、
肩
掛
け
除

草
機
に
よ
る
除
草
を
、
そ
れ
以
外
の
場
所
に
つ
い
て
は
乗
用
型

除
草
機
に
よ
る
除
草
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
除
草
し
た

草
木
は
雨
天
時
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
、
必
要
に
応
じ
集
草
を
実

施
し
ま
す
。
収
集
し
た
草
木
は
収
集
業
者
に
委
託
し
場
外
へ
の

搬
出
と
処
理
を
行
い
ま
す
。

 

ま
た
、
本
事
業
に
お
い
て
は
運
用
開
始
後
の
敷
地
内
雑
草
の

繫
茂
状
況
に
応
じ
、
年
間

2
～
3
回
の
除
草
作
業
を
実
施
す
る

こ
と
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
度
の
除
草
作
業
に
つ
き
、

除
草
か
ら
集
積
、
搬
出
ま
で
の
作
業
で
合
計
約

5
1
6
人
工
が
必

要
と
な
る
想
定
で
す
。

 

 


 事

業
計
画
 

準
備

書
p
1-
6 
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事
業
計
画
 

準
備
書
に
お
い
て
、
積
雪
に
よ
る
影
響
を
ど
の
よ
う
に
想
定

し
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
検
討
し
て
い
る
か
記
載
す
る
こ
と
。

ま
た
、
雪
捨
て
場
を
設

け
る
場
合
は
、
そ
れ
に
よ
る
地
下
水
へ

の
影
響
を
検
討
す
る
こ
と
。
 

発
電

所
設

備
は

積
雪

に
対

し
て

十
分

な
強

度
を

持
っ

た
構

造
と
し
、
積
雪
に
よ
る
損
壊
が
発
生
し
な
い
設
備
と
な
る
よ
う

計
画
し
ま
す
。
ま
た

、
設
備
の
安
全
性
に
つ
い
て
、
本
設
備
は

産
業

保
安

監
督

部
で

の
使

用
前

安
全

管
理

審
査

を
経

て
運

転

に
至
る
た
め
、
客
観
的
な
安
全
性
の
検
証
が
さ
れ
ま
す
。
敷
地

内
に

お
い

て
緊

急
時

に
対

応
が

必
要

と
な

る
特

高
変

電
所

周

辺
お
よ
び
調
整
池
に
至
る
管
理
用
道
路
上
に
お
い
て
は
、
維
持


 事

業
計
画
 

準
備

書
p
1-
6 



 

2-
12

2
-
3
-
5-
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N
o
.
 

方
法
書
区
分
 

知
事
意
見
 

事
業
者
見
解
 

準
備
書
へ
の
 

反
映
状
況
 

管
理
の
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
除
雪
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
際

除
雪
さ
れ
た
雪
は
道
路
脇
に
除
け
る
も
の
と
し
、
雪
捨
て
場
を

必
要
と
し
な
い
計
画
と
い
た
し
ま
す
。
 

9
 

事
業
計
画
 

準
備
書
に
お
い
て
、
太
陽
光
発
電
所
が
廃
止
さ
れ
た
後
の
盛

土
や
調
整
池
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
林
地
開
発
許
可
の
計
画

書
に

自
主

的
に

盛
り

込
む

予
定

の
内

容
を

踏
ま

え
て

記
載

す

る
こ
と
。
 

太
陽
光
発
電
事
業
は
、
永
続
的
に
実
施
す
る
予
定
で
す
が
、

万
一
の
廃
止
の
場
合
、
発
電
事
業
終
了
後
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
等

を
撤
去
し
た
後
、
地
域
性
樹
種
を
用
い
て
植
林
し
、
山
林
に
戻

す
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
の
復
旧
に
よ
り
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
運
転
期

間
中
に
必
要
費
用
の
積
み
立
て
を
行
う
計
画
と
い
た
し
ま
す
。
 


 事

業
計
画
 

準
備

書
p
1-
6 

1
0
 

大
気
質
 

大
気
質
の
調
査
地
点
に
つ
い
て
は
、
騒
音
・
振
動
と
同
じ
地

点
を
選
定
し
、
事
業
に
よ

る
影
響
を
適
切
に
予
測
評
価
す
る
こ

と
。
 

ご
指
摘
の
と
お
り
、
大
気
質
の
調
査
地
点
は
、
騒
音
・
振
動

と
同
じ
地
点
と
し
て
選
定
し
、
予
測
評
価
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
 


 調

査
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
1
-
2
 

1
1
 

大
気
質
 

森
林

を
大

規
模

に
伐

採
す

る
こ

と
に

伴
う

雨
水

の
浸

透
量

や
蒸
発
散
量
へ
の
影
響
を
適
切
に
予
測
す
る
た
め
、
事
業
計
画

地
近
傍
の
通
年
気
象
観
測
地
点
に
お
い
て
は
、
風
向
・
風
速
に

加
え
、
気
温
、
湿
度
、
気
圧
、
放
射
収
支
量
、
降
水
量
（
ヒ
ー

タ
ー
付
き
）
、
積
雪
深
の
測
定
を
行
う
こ
と
。
ま
た

、
森
林
か

ら
の
蒸
散
量
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
よ
り
適
切
な
事
例
の
収

集
に
努
め
る
こ
と
。
 

事
業
計
画
地
近
傍
の
通
年
気
象
観
測
地
点
に
お
い
て
は
、
風

向
・
風
速
に
加
え
、
気
温
、
湿
度
、
気
圧
、
放
射
収
支
量
、
降

水
量
（
ヒ
ー
タ
ー
付
き
）
、
積
雪
深
の
測
定
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
 

気
温
、
降
水
量
の
通
年
気
象
デ
ー
タ
は
、
現
地
の
河
川
流
量
の

連
続
観
測
デ
ー
タ
と
と
も
に
、
水
象
に
お
け
る
年
間
収
支
を
解

析
す
る
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
し
ま
し
た
。
な
お
、
 

水
収
支
の
解
析
は
、
タ
ン
ク
モ
デ
ル
法
に
て
実
施
し
、
蒸
発
散

量
は
気
温
デ
ー
タ
・
緯
度
か
ら
推
定
す
る
ソ
ー
ン
ス
ウ
ェ
イ
ト

法
に
て
算
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
方
法
は
水
象
の
解
析
を
実
 

施
す
る
方
法
と
し
て
、
一
般
的
で
信
頼
性
の
あ
る
方
法
で
す
。
 


 調

査
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
1
-
9
 

1
2
 

大
気
質
 

森
林
を
大
規
模
に
伐
採
し
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
気
流
、
気
温
、
水
蒸
気
量
等
の
変
化
が
想
定
さ

れ
る
た
め
、
こ
う
し
た
微

気
象
の
変
化
が
事
業
計
画
地
及
び
そ

の
周
辺
の
環
境
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。
 

工
事
中
の
大
気
質
予
測
に
あ
た
っ
て
は
、
風
向
風
速
及
び
日

射
量
の
現
地
測
定
デ
ー
タ
を
使
用
し
て
、
大
気
安
定
度
の
設
定

等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
地
の
状
況
を
反
映
し
て
お
り

ま
す
。
 

パ
ネ
ル
設
置
に
よ
る
周
辺
微
気
象
変
化
は
、
国
立
研
究
開
発

法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
の
実
証
研
究

等
の

文
献

調
査

に
よ

り
、

極
め

て
わ

ず
か

で
あ

る
と

考
え

ま

す
。
 


 予

測
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
1
-
1
9
 



 

2-
12

2
-
3
-
6-
 

2-3-6 

N
o
.
 

方
法
書
区
分
 

知
事
意
見
 

事
業
者
見
解
 

準
備
書
へ
の
 

反
映
状
況
 

 

1
3
 

騒
音
、
振
動
 

騒
音
・
振
動
の
予
測
に
つ
い
て
は
、
国
土
技
術
政
策
総
合
研

究
所

の
資

料
等

で
示

さ
れ

て
い

る
最

新
の

予
測

式
を

用
い

る

こ
と
。
ま
た
、
「
長
野
県

環
境
影
響
評
価
技
術
指
針
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
等
に
基
づ
く
一
般
的
な
用
語
を
用
い
て
、
分
か
り
や
す
い

図
書
と
な
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
 

ご
指
摘
の
と
お
り
、
騒
音
・
振
動
の
予
測
は
最
新
の
予
測
式

を
用
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
用
語
に
つ
い
て
も
「
長
野
県
環
境
影
響
評
価
技
術
指

針
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
等

に
基

づ
く

一
般

的
な

用
語

を
用

い
ま

し

た
。
 


 予

測
手
法
 

準
備
書
 
p
4
-
2
-
9
、
 

p
4-
2-
18
、

p4
-
3-
9、

p
4-
3-
17
 

1
4
 

水
質

 

工
事

中
及

び
供

用
時

に
お

け
る

事
業

に
よ

る
影

響
を

的
確

に
把
握
す
る
た
め
、
事
業
計
画
地
内
を
流
れ
る
河
川
の
流
入
前

及
び
流
出
後
の
流
量
に
つ
い
て
は
、
年
間
を
通
し
て
連
続
観
測

を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
事

業
計
画
地
へ
の
流
入
前
の
地
点
に
お

い
て
も
、
流
量
だ
け
で
な
く
、
浮
遊
物
質
量
及
び
生
活
環
境
項

目
の
測
定
を
行
う
こ
と
。
 

ご
指
摘
の
と
お
り
、
河
川
流
量
に
つ
い
て
は
連
続
観
測
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
は
水
象
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
事
業
計
画
地
へ
の
流
入
前
の
地
点
に
お
い
て
も
、
流

量
だ
け
で
な
く
、
浮
遊
物
質
量
及
び
生
活
環
境
項
目
の
測
定
を

行
い
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
は
水
質
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
 


 調

査
結
果
 

準
備

書
 
p4
-6
-
48
、

p
4-
5-
4 

1
5
 

水
質

 

土
地

造
成

及
び

掘
削

に
伴

っ
て

発
生

す
る

濁
水

の
影

響
に

つ
い
て
は
、
標
準
項
目
に
選
定
し
、
予
測
及
び
評
価
を
行
う
こ

と
。
ま
た
、
日
常
的
な

降
雨
だ
け
で
な
く
、
近
年
見
ら
れ
る
局

地
的

な
豪

雨
な

ど
強

度
の

高
い

降
雨

も
可

能
な

限
り

調
査

対

象
と
す
る
こ
と
。
 

ご
指
摘
の
と
お
り
、
濁
水
の
影
響
に
つ
い
て
も
標
準
項
目
と

し
て
予
測
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
常
的
な
降
雨
だ

け
で
な
く
、
近
年
見
ら
れ
る
局
地
的
な
豪
雨
な
ど
強
度
の
高
い

降
雨

時
の

状
況

に
つ

い
て

も
調

査
を

実
施

し
、

50
年

確
率

降

雨
強
度
を
も
と
に
予
測
評
価
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
 


 予

測
手
法
 

準
備
書
 
p
4
-
5
-
1
1
 

1
6
 

水
質

 

水
質

に
係

る
人

の
健

康
の

保
護

に
関

す
る

環
境

基
準

項
目

に
つ
い
て
、
計
画
地
周
辺

に
お
け
る
既
存
デ
ー
タ
は
少
な
い
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
詳
細
な
情
報
を
住
民
に
提
供
す
る
と
い
う

趣
旨

か
ら

も
、

で
き

る
だ

け
全

項
目

の
調

査
を

実
施

す
る

こ

と
。
 

ご
指
摘
の
と
お
り
、
事
業
計
画
地
末
端
に
お
い
て
、
人
の

健

康
の

保
護

に
関

す
る

環
境

基
準

項
目

に
つ

い
て

も
調

査
を

実
施

い
た
し
ま
し
た
。
 


 調

査
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
5
-
6
 

1
7
 

水
象

 

水
象
の
影
響
範
囲
に
つ
い
て
 

(
1
)
水

象
に

係
る

予
測

評
価

に
当

た
っ

て
は

、
計

画
地

が
下

流

域
の

地
下

水
資

源
の

重
要

な
涵

養
域

に
な

っ
て

い
る

こ
と

を

十
分
に
考
慮
し
、
計
画
地
及
び
周
辺
地
域
の
湿
原
や
既
存
の
水

源
（
湧
水

、
井
戸
を
含
む
）
の
分
布
を
踏
ま
え
て
、
地
下
水
の

涵
養

源
や

湧
水

の
湧

出
機

構
の

解
明

の
た

め
の

調
査

範
囲

及

び
調
査
地
点
を
適
切
に
設
定
す
る
こ
と
。
 

(
1
)
ご

指
摘

の
と

お
り

、
水

象
の

調
査

範
囲

に
つ

い
て

は
、

霧
ヶ
峰
南
斜
面
一
帯
の
広
域
を
調
査
範
囲
と
し
て
設
定
し
、
そ

の
範
囲
内
の
主
要
な
河
川
、
湧
水
、
水
源
等
を
調
査
地
点
と
し

て
設
定
し
ま
し
た
。
 


 調

査
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
6
-
1
 

(
2
)
地

下
水

の
影

響
範

囲
に

つ
い

て
は

、
地

形
的

な
集

水
域

と

地
質
的
な
集
水
界
が
異
な
る
こ
と
に
留
意
し
、
文
献
や
地
質
調

(
2)
 
ご

指
摘

の
と

お
り

、
地

下
水

の
影

響
範

囲
に

つ
い

て

は
、
地
形
的
な
集
水
域
と
地
質
的
な
集
水
界
が
異
な
る
こ
と
に


 調

査
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
6
-
3
3
 



 

2-
12

2
-
3
-
7-
 

2-3-7 

N
o
.
 

方
法
書
区
分
 

知
事
意
見
 

事
業
者
見
解
 

準
備
書
へ
の
 

反
映
状
況
 

査
等
の
結
果
に
基
づ
き
検
討
す
る
こ
と
。
ま
た
、
地
形
的
な
集

水
域
の
外
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
次
の
地
点
に
つ
い
て
も
、
影

響
範

囲
を

確
認

す
る

た
め

の
調

査
地

点
と

し
て

追
加

す
る

こ

と
を
検
討
す
る
こ
と
。
 

ア
 
踊
場
（
池
の
く
る
み
）
湿
原
 

イ
 
霧

ヶ
峰

農
場

の
水

源
、

茅
野

市
米

沢
地

区
の

水
源

（
北

大

塩
大
清
水
水
源
等
）
 

ウ
 事

業
計

画
地

北
側

の
水

源
（

夫
婦

清
水
・
大

笹
・
細

久
保

・

道
場
・
清
水
橋
水
源
等
）
 

エ
 
事

業
計

画
地

南
西

側
の

水
源

（
南

沢
水

源
、

地
蔵

寺
の

湧

水
、
阿
弥
陀
寺
の
湧
水
等
）
 

オ
 
檜
沢
川
、
前
島
川
、
角
間
川
 

留
意
し
、
文
献
や
地
質
調
査
等
の
結
果
に
基
づ
き
検
討
し
ま
し

た
。

 
ご
指
摘
の
、
以
下
の
地
点
に
つ
い
て
、
現
地
水
文
踏
査
、
水
質

分
析
、
流
量
観
測
を
実
施
し
ま
し
た
。

 
ア

 踊
場
（
池
の
く
る
み
）
湿
原

 
イ

 霧
ヶ

峰
農

場
の

水
源

、
茅

野
市

米
沢

地
区

の
水

源
（

北
大

塩
大
清
水
水
源
等
）

 
ウ

 事
業

計
画

地
北

側
の

水
源
（

夫
婦

清
水
・
大

笹
・
細

久
保

・

道
場
・
清
水
橋
水
源
等
）

 
エ

 事
業

計
画

地
南

西
側

の
水

源
（

南
沢

水
源

、
地

蔵
寺

の
湧

水
、
阿
弥
陀
寺
の
湧
水
等
）

 
オ

 檜
沢
川
、
前
島
川
、
角
間
川
 

(
3
)
影

響
範

囲
を

確
認

す
る

た
め

主
要

溶
存

イ
オ

ン
や

安
定

同

位
体
等
の
分
析
を
行
う
場
合
は
、
季
節
変
動
等
を
考
慮
し
て
適

切
な
調
査
頻
度
を
設
定
す
る
こ
と
。
 

(
3
)
主

要
溶

存
イ

オ
ン

や
安

定
同

位
体

の
水

質
分

析
は

、
事

業
計
画
地
内
、
及
び
周
辺
流
域
の
主
要
な
湧
水
・
水
源
に
つ
い

て
3
回
（
夏
季
、
晩
秋
季
、
春
季
）
実
施
し
、
季
節
変
動
の
有

無
を
確
認
し
ま
し
た
。
 


 調

査
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
6
-
3
4
 

(
4
)
周

辺
地

域
の

湿
原

や
既

存
の

水
源

等
を

調
査

範
囲

か
ら

除

外
す
る
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
明
確
に
す
る
こ
と
。
 

(
4
)
前
項
の

(
2
)
で
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
、
ア
～
オ
を
含
め
、

周
辺
地
域
の
湿
原
や
既
存
の
水
源
等
は
、
調
査
対
象
と
い
た
し

ま
し
た
。
 

－
 

1
8
 

水
象

 

事
業
計
画
地
内
の
湿
地
に
つ
い
て
、
調
整
池
と
し
て
の
機
能

を
明

ら
か

に
す

る
た

め
、

水
位

の
連

続
観

測
を

実
施

す
る

こ

と
。
ま
た
、
計
画
地
内

の
河
川
に
つ
い
て
、
地
下
水
を
含
む
水

の
流
入
状
況
を
調
査
し
、
水
収
支
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。
 

ご
指
摘
の
と
お
り
、
事
業
計
画
地
内
に
存
在
す
る

5
箇
所
の

湿
地
に
つ
い
て
は
、
各
地
点
で
推
移
の
連
続
観
測
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た

、
同
時
に
事
業
計
画
地
内
の

3
河
川
に
つ
い
て
は
、

事
業
計
画
地
上
流
か
ら
の
流
入
地
点
、
及
び
事
業
計
画
地
下
流

へ
の
流
出
地
点
に
お
い
て
、
流
量
の
連
続
観
測
を
実
施
し
、
事

業
計
画
地
外
か
ら
の
表
流
水
の
流
入
状
況
、
事
業
計
画
地
内
で

の
地
下
水
湧
出
状
況
、
事
業
計
画
地
下
流
へ
の
表
流
水
の
流
出

状
況
を
把
握
し
、
近
傍
の
気
象
観
測
デ
ー
タ
（
降
水
量

、
気
温
）

と
併
せ
、
タ
ン
ク
モ
デ
ル
法
に
よ
り
水
収
支
の
実
態
を
モ
デ
ル

化
し
把
握
し
ま
し
た
。
 


 調

査
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
6
-
5
9
 

1
9
 

土
壌
汚

染
 

土
壌
汚
染
に
係
る
環
境
基
準
項
目
に
つ
い
て
、
計
画
地
周
辺

に
お
け
る
既
存
デ
ー
タ
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
詳
細

事
業

地
近

傍
に

お
け

る
長

野
県

の
調

査
デ

ー
タ

を
収

集
整

理
し
、
土
壌
汚
染
に
係
る
環
境
基
準
項
目
に
つ
い
て
把
握
し
ま


 調

査
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
7
-
2
 



 

2-
12

2
-
3
-
8-
 

2-3-8 

N
o
.
 

方
法
書
区
分
 

知
事
意
見
 

事
業
者
見
解
 

準
備
書
へ
の
 

反
映
状
況
 

な
情
報
を
住
民
に
提
供
す
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
も
、
で
き
る
だ

け
全
項
目
の
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
。
 

し
た
。
 

2
0
 

地
形
・
地
質
 

土
地
の
安
定
性
に
つ
い
て
、
工
事
中
だ
け
で
な
く
供
用
時
に

お
い
て
も
、
簡
易
項
目
で

は
な
く
重
点
化
項
目
と
し
て
予
測
評

価
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
住
民
の
安
心
の
観
点
か
ら
、
林
地
開

発
許
可
に
係
る
技
術
基
準
よ
り
強
い
降
雨
強
度
や
、
想
定
す
る

地
震

の
震

度
を

上
げ

た
検

討
結

果
等

を
分

か
り

や
す

く
示

す

こ
と
。
 

防
災

等
の

観
点

等
か

ら
懸

念
が

指
摘

さ
れ

た
河

川
内

の
盛

土
計
画
に
つ
い
て
は
、
取
り
や
め
と
い
た
し
ま
し
た
。
 

土
地
の
安
定
性
に
つ
い
て
、
準
備
書
に
お
い
て
は
調
整
池
、
道

路
法
面
、
変
電
施
設
部
に
つ
い
て
予
測
評
価
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
 


 準

備
書
 
p
4
-
8
-
1
 

2
1
 

植
物

 

植
物
相
の
調
査
に
つ
い
て
、
事
業
計
画
地
は
標
高
が
高
い
場

所
で
あ
る
た
め
、
地
元
の
専
門
家
等
の
情
報
も
踏
ま
え
て
、
対

象
種
に
合
わ
せ
た
適
切
な
時
期
に
行
う
こ
と
。
ま
た
、
ル
ー
ト

設
定
し
て
調
査
を
実
施
し
た
場
合
は
、
調
査
ル
ー
ト
を
準
備
書

に
お
い
て
示
す
こ
と
。
 

文
献
調
査
に
よ
り
抽
出
さ
れ
た
注
目
す
べ
き
種
に
つ
い
て
、

専
門
家
の
意
見
を
踏
ま
え
、
そ
の
種
が
確
認
し
や
す
い
調
査
時

期
（
早
春
季
、
春
季
、
初
夏
、
夏
季
、
秋
季
）
を
設
定
し
、
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

植
物

相
の

調
査

範
囲

内
は

、
特

に
調

査
ル

ー
ト

を
設

定
せ

ず
、
網
羅
的
に
踏
査
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
注
目
す
べ
き
種
が
多
く
生
育
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

た
湿
地
に
つ
い
て
は
、
全
調
査
時
期
で
全
て
の
湿
地
と
そ
の
周

辺
を
特
に
詳
細
に
踏
査
し
ま
し
た
。
 


 調

査
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
9
-
3
 

2
2
 

植
物

 

工
事

に
よ

る
土

地
の

改
変

や
工

事
用

車
両

の
通

行
の

影
響

で
、
事
業
計
画
地
内
に
外

来
植
物
が
侵
入
す
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
工
事
に
よ
る

そ
う
し
た
影
響
に
つ
い
て
も
予
測
評

価
を
行
い
、
必
要
な
環
境
保
全
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
。
 

工
事

用
車

両
の

通
行

に
よ

り
外

来
植

物
が

侵
入

す
る

可
能

性
が
考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
外
来
植
物
の
侵
入
に
対
す
る
影

響
を
予
測
し
ま
し
た
。
環
境
保
全
措
置
と
し
て
、
対
象
事
業
実

施
区

域
内

に
進

入
す

る
箇

所
に

外
来

植
物

の
持

ち
込

み
恐

れ

の
あ
る
工
事
車
両
の
タ
イ
ヤ
を
洗
浄
す
る
仕
組
み
を
導
入
し
、

タ
イ

ヤ
に

付
着

し
た

外
来

植
物

の
種

子
を

除
去

す
る

計
画

と

し
ま
す
。
 


 予

測
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
9
-
5
6
 

2
3
 

植
物

 

事
業
計
画
地
は
土
壌
の
凍
結
融
解
作
用
が
激
し
く
、
植
物
の

生
育
条
件
と
し
て
も
不
安
定
な
土
壌
で
あ
る
。
土
地
の
改
変
に

当
た
っ
て
は
、
そ
う
し
た
点
に
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
改

変
箇
所
の
緑
化
に
つ
い
て
は
、
自
然
復
元
・
再
生
に
配
慮
し
た

手
法
を
検
討
す
る
こ
と
。
 

土
地

の
改

変
を

伴
う

管
理

用
道

路
造

成
工

事
お

よ
び

調
整

池
工
事
の
工
事
設
計
に
お
い
て
、
土
質
に
応
じ
た
安
定
解
析
を

実
施
し
ま
す
。
 

ま
た
管
理
用
道
路
等
の
造
成
法
面
の
緑
化
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域

性
系

統
植

物
を

使
用

し
自

然
侵

入
促

進
工

や
森

林
表

土

利
用
工
と
い
っ
た
工
法
を
実
施
し
ま
す
。
 


 予

測
結
果
 

準
備
書

p
4-

8
-
9
～
、

4
-9
-7
2～

 

2
4
 

植
物

 
盛
土
に
よ
る
動
植
物
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
沢

ご
と

に
動

植
事

業
計

画
地

を
流

れ
る

3
河

川
の

流
域

毎
に

植
物

相
の

調


 予
測
結
果
 



 

2-
12

2
-
3
-
9-
 

2-3-9 

N
o
.
 

方
法
書
区
分
 

知
事
意
見
 

事
業
者
見
解
 

準
備
書
へ
の
 

反
映
状
況
 

物
の
調
査
を
行
い
、
事
業
計
画
地
内
に
お
け
る
生
物
多
様
性
の

確
保
に
配
慮
す
る
こ
と
。
ま
た
、
事
業
計
画
地
内
で
確
認
さ
れ

て
い

る
サ

ク
ラ

ソ
ウ

な
ど

の
希

少
種

の
種

子
の

分
散

を
考

慮

す
る
と
、
湿
原
の
保
全
だ
け
で
な
く
、
水
系
の
繋
が
り
を
保
つ

こ
と
が
重
要
で
あ
る
の
で
、
そ
う
し
た
観
点
も
踏
ま
え
て
予
測

評
価
を
行
う
こ
と
。
 

査
を
実
施
し
、
水
系
の
繋
が
り
を
確
保
す
る
観
点
を
踏
ま
え
て

予
測
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
調
査
結
果
を
基
に
、
水
系
の
連
続
性
を
分
断
し
な
い

よ
う
土
地
利
用
計
画
の
一
部
を
変
更
し
、
水
系
の
つ
な
が
り
を

保
全
い
た
し
ま
し
た
。
 

準
備
書
 
p
4
-
9
-
4
5
 

2
5
 

植
物

 

植
生
図
は
、
動
物
、
植
物
、
生
態
系
、
景
観
、
触
れ
合
い

活

動
の

場
な

ど
多

く
の

環
境

要
素

の
予

測
評

価
を

す
る

上
で

重

要
と

な
る

の
で

、
25
00

分
の

１
程

度
の

大
縮

尺
で

、
詳

細
な

植
生
図
を
作
成
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
 

最
新
の
航
空
写
真
（

20
0
7
年
及
び

2
0
1
4
年
）
か
ら
判
読
素

図
を
作
成
し
、
そ
れ
を
も
と
に
現
地
で
現
存
植
生
図
を
作
成
し

ま
し
た
。
湿
地
周
辺
の
植
生
は
小
規
模
な
群
落
が
パ
ッ
チ
状
に

分
布
す
る
こ
と
か
ら
、
2
5
0
0
分
の

1
縮
尺
の
地
図
を
用
い
、

現
地
で
詳
細
に
区
分
し
ま
し
た
。
 


 予

測
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
9
-
1
2
 

2
6
 

動
物

 

本
事
業
は
、
事
業
計
画

地
及
び
そ
の
周
辺
に
生
息
す
る
哺
乳

類
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
希
少

猛
禽

類
に

準
じ

て
そ

の
調

査
範

囲
を

対
象

事
業

実
施

区
域

か

ら
5
0
0
ｍ
程
度
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
文
献
調
査
等
で
確
認
さ

れ
て

い
る

注
目

す
べ

き
哺

乳
類

の
種

の
特

性
に

応
じ

て
適

切

な
調
査
方
法
を
採
用
す
る
と
と
も
に
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
や
ラ

イ
ト

セ
ン

サ
ス

等
に

よ
る

夜
間

の
活

動
を

把
握

す
る

た
め

の

調
査
を
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
。
 

ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
の
大
型
哺
乳
類
に
つ
い
て
は
、
事
業
計
画
地

か
ら

5
0
0
m
程
度
の
調
査
範
囲
と
し
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
活

用
し
て
夜
間
を
含
む
生
息
状
況
を
把
握
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
樹
上
性
の
哺
乳
類
（
モ
モ
ン
ガ
、
ヤ
マ
ネ
等
）
や
カ

ワ
ネ
ズ
ミ
等
の
注
目
す
べ
き
種
に
つ
い
て
も
、
生
態
特
性
を
利

用
し
た
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
の
活
用
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
、
生

息
状
況
を
把
握
し
ま
し
た
。
 

夜
間
の
ラ
イ
ト
セ
ン
サ
ス
は
、
事
業
実
施
区
域
に
は
適
し
た

条
件
（
林
道
な
ど
）
が
な
い
た
め
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

調
査
結
果
か
ら
は
、
出
現
す
る
哺
乳
類
相
は
網
羅
で
き
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 


 調

査
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
1
0
-
1
6
 

2
7
 

動
物

 

希
少

猛
禽

類
の

繁
殖

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

は
地

域
に

よ
っ

て
異

な
る
た
め
、
「
猛
禽
類
保
護
の
進
め
方
（
改
訂
版
）
－
特
に
イ

ヌ
ワ
シ
、
ク
マ
タ
カ
、
オ
オ
タ
カ
に
つ
い
て
－
平
成

2
4
年

1
2

月
（
環
境
省

）
」
を
基
本
に

、
近
隣
に
お
け
る
事
例
等
を
参
考

に
し
て
、
求
愛
・
造
巣
期
の
調
査
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
。
 

長
野
県
環
境
影
響
評
価
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
「
猛
禽
類
保
護
の
進

め
方
（
改
訂
版
）
」
及
び
近
隣
に
お
け
る
猛
禽
類
の
繁
殖
事
例

を
参
考
と
し
て
、
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

調
査
に
よ
り
、
ハ
イ
タ
カ

、
ノ
ス
リ
、
ハ
ヤ
ブ
サ
の
営
巣
を

確
認
し
た
た
め
、
繁
殖
期

2
シ
ー
ズ
ン
の
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
ハ
イ
タ
カ
、
ノ
ス
リ
に
つ
い
て
は
、
営
巣
場
所
を
中
心
と

し
た
繁
殖
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
土
地
利
用
計
画
の
一
部
を

変
更
し
ま
し
た
。
 


 調

査
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
1
0
-
4
2
 

2
8
 

動
物

 
事
業
計
画
地
は
周
辺
か
ら
の
化
学
物
質
の
流
入
や
、
松
食
い

近
年
生
息
範
囲
が
減
少
し
て
い
る
両
生
類
の
希
少
種
（
ク
ロ


 調

査
結
果
 



 

2-
12

2
-
3
-
10
- 

2-3-10 

N
o
.
 

方
法
書
区
分
 

知
事
意
見
 

事
業
者
見
解
 

準
備
書
へ
の
 

反
映
状
況
 

虫
対
策
農
薬
の
散
布
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
近
年
生

息
範

囲
が

減
少

し
て

い
る

両
生

類
の

希
少

種
が

生
息

し
て

い

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
調
査
に
当
た
っ
て
は
十
分
留
意
す
る

こ
と
。
 

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
）
や
ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
タ
ゴ
ガ
エ

ル
、
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
等
に
着

目
し
、
そ
れ
ら
を
確
認
し
や
す
い
繁
殖
期
に
あ
わ
せ
た
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
 

準
備
書
 
p
4
-
1
0
-
4
3
 

2
9
 

動
物

 

調
整
池
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
河
川
に
生
息
す
る
生
物
の
移

動
が
阻
害
さ
れ
る
た
め
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
魚
道
の
設

置
な
ど
必
要
な
環
境
保
全
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
。
特
に
、
ヤ

マ
ト
イ
ワ
ナ
の
生
息
及
び
産
卵
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
適
切
な

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
。
 

河
川
に
生
息
す
る
魚
類
に
つ
い
て
は
、
区
間
あ
た
り
の
生
息

数
を
推
定
す
る
と
と
も
に
、
確
認
さ
れ
た
サ
ケ
科
魚
類
（
サ
ツ

キ
マ
ス
（
ア
マ
ゴ
）
、
イ
ワ
ナ
）
の
繁
殖
期
に
産
卵
状
況
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
調
査
結
果
を
基
に
、
水
系
の
連
続
性
を
分
断
し
な
い

よ
う
土
地
利
用
計
画
の
一
部
を
変
更
い
た
し
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
、
調
整
池
は
通
常
時
は
現
状
の
流
路
を
阻
害
し
な
い

構
造
（
オ
リ
フ
ィ
ス
の
位
置
・
形
状
等
）
と
し
河
川
の
連
続
性

を
維
持
し
ま
す
。
 

な
お
、
事
業
計
画
地
を
流
れ
る

3
河
川
は
、
下
流
の
横
河
川

へ
の
流
入
点
で
、
大
き
な
落
差
が
あ
り
、
魚
類
は
移
動
が
出
来

な
い

状
況

に
あ

り
ま

す
の

で
魚

道
の

設
置

は
予

定
し

て
い

ま

せ
ん
。
 


 調

査
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
1
0
-
4
6
 

3
0
 

動
物

 

調
整
池
の
設
置
に
よ
り
、
水
生
昆
虫
に
対
し
て
ダ
ム
造
成
と

同
様
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
適
切

に
調
査
、
予
測
及
び
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
。
 

調
整

池
の

設
置

に
よ

る
影

響
を

事
例

等
に

よ
り

予
測

評
価

を
行
い
ま
し
た
。
 

た
だ
し
、
設
置
す
る
調
整
池
の
規
模
か
ら
想
定
し
て
、
湛
水

域
に
よ
る
個
体
群
の
分
断
、
下
流
側
の
ア
ー
マ
ー
化
と
い
っ
た

影
響
は
生
じ
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 


 予

測
結
果
 

p
4-
10
-5
1 

3
1
 

動
物

 

計
画
地
は
、
か
つ
て
は

半
自
然
草
原
で
あ
っ
た
場
所
で
希
少

な
昆
虫
類
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
セ
セ
リ
チ
ョ
ウ
類
や

フ
サ

ヒ
ゲ

ル
リ

カ
ミ

キ
リ

な
ど

注
目

す
べ

き
種

が
生

息
し

て

い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
地
元
の
専
門
家
等
の
意
見

も
踏
ま
え
て
、
注
目
す
べ

き
種
の
生
態
に
応
じ
た
適
切
な
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
。
 

地
元
専
門
家
等
の
意
見
を
踏
ま
え
、
過
去
に
記
録
の
あ
る
希

少
昆
虫
類
の
出
現
時
期
や
そ
の
生
態
に
応
じ
た
調
査
（
食
草
の

分
布
、
卵
、
幼
虫
の
確
認
等
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
 


 調

査
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
1
0
-
4
4
 

3
2
 

生
態
系
 

本
事
業
に
お
い
て
は
、
広
大
な
森
林
生
態
系
の
面
積
の
半
分

以
上
の
森
林
が
伐
採
さ
れ
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
た
草

原
生
態
系
へ
と
大
き
く
変
化
す
る
。
そ
の
た
め
、
そ
こ
に
生
息

本
事
業
に
よ
り
、
丘
陵
部
の
カ
ラ
マ
ツ
、
ア
カ
マ
ツ
を
主
体

と
す
る
森
林
の
多
く
が
伐
採
さ
れ
、
設
置
さ
れ
た
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
周
辺
は
除
草
管
理
を
行
う
た
め
、
低
茎
草
地
へ
と
変
化
す


 予

測
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
1
1
-
1
7
 



 

2-
12

2
-
3
-
11
- 

2-3-11 

N
o
.
 

方
法
書
区
分
 

知
事
意
見
 

事
業
者
見
解
 

準
備
書
へ
の
 

反
映
状
況
 

す
る

動
植

物
の

種
構

成
に

も
大

幅
な

変
化

が
生

じ
る

こ
と

を

前
提
と
し
て
、
生
態
系
の
予
測
評
価
を
行
う
こ
と
。
 

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
生
物
群
集
も
森
林
生
態
系
の
一
部
が
草

地
生
態
系
へ
と
変
化
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

個
体
数
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
森
林
生
態
系
の
構
成
種
は
、
残

地
森

林
域

や
事

業
計

画
地

外
の

森
林

に
も

多
く

生
息

す
る

こ

と
か
ら
か
ら
、
周
辺
地
域
か
ら
種
が
消
失
す
る
影
響
は
生
じ
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

3
3
 

生
態
系
 

樹
木
の
伐
採
や
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
に
よ
り
、
湿
地
内
の

湧
水
量
や
湿
地
に
流
入
す
る
水
量
が
変
化
す
る
こ
と
で
、
湿
地

自
体
の
改
変
は
行
わ
な
く
て
も
、
湿
地
の
遷
移
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
と
な
る
。
そ
う
し
た
観
点
で
、
湿
地
に
お
け
る
湧
水
量

等
の
変
化
の
予
測
を
踏
ま
え
、
湿
地
の
生
態
系
と
し
て
の
予
測

評
価
を
行
う
こ
と
。
 

事
業
計
画
地
内
の

5
つ
の
湿
地
に
つ
い
て
、
湧

水
量

等
の

変

化
の
予
測
を
踏
ま
え
、
湿

地
の
生

態
系

と
し

て
の

予
測

評
価

を
実

施
し

ま
し

た
。

そ
の

結
果

と
し

て
、
事

業
計

画
地

内
の

西
側

に

あ
る

2
湿
地
（

D
湿
地
、
E
湿
地
）
は
、
そ
れ
ら
の
上
流
の
事

業
計
画
内
を
主
な
涵
養
域
と
し
て
い
る
た
め
、
事
業
実
施
に
よ

り
涵
養
水
量
が
減
少
し
、
乾
燥
化
が
進
行
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
ま
た

、
湿
地
が

乾
燥
化
す
る
こ
と
で
、
植
生
が
変
化
し
、

昆
虫
類
等
の
生
息
環
境
も
変
化
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
湿
地
に
つ
い
て
は
、
上
流
か
ら
の
水
の

流
れ
を
緩
流
化
し
湿
地
の
水
位
の
低
下
を
防
止
す
る
た
め
に
、

湧
水

場
所

の
あ

る
湿

地
上

部
の

斜
面

に
板

柵
の

設
置

等
を

検

討
し
ま
す
。
 

ま
た
、
5
箇
所
全
て
の
湿
地
は
、
そ
の
周
囲
を
植
生
の
連
続

性
か
ら
検
討
し
た
一
定
の
保
全
エ
リ
ア
を
確
保
し
、
改
変
の
影

響
が
直
接
湿
地
に
及
ば
な
い
よ
う
、
事
業
計
画
を
見
直
し
ま
し

た
。
 

さ
ら
に
、
パ
ネ
ル
設
置
域
の
地
表
面
は
、
現
状
の
土
壌
状
況

を
残
し
、
雨
水
浸
透
を
阻
害
し
な
い
こ
と
と
し
、
傾
斜
等
の
状

況
に
応
じ
て
パ
ネ
ル
の
雨
滴
落
下
地
点
に
礫
を
敷
き
、
表
面
浸

食
を
防
止
し
ま
す
。
管
理
用
道
路
も
、
一
部
の
勾
配
が
大
き
な

箇
所
を
除
き
、
浸
透
性
の
高
い
砕
石
舗
装
を
採
用
し
ま
す
。
 

 


 予

測
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
1
1
-
1
7
 

3
4
 

生
態
系
 

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
に
よ
り
、
生
息
地
の
分
断
、
細
分
化

及
び
減
少
な
ど
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
特
に
小
さ
い
個
体

群
を
持
つ
種
へ
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
に
留
意
し
て
、
予
測
評

河
川
生
態
系
で
は
、
サ
ツ
キ
マ
ス
（
ア
マ
ゴ
）
、
カ
ジ
カ
が

生
息
空
間
の
小
さ
い
個
体
群
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
事

業
計
画
を
見
直
し
、
水
域
の
連
続
性
を
保
つ
計
画
と
し
た
こ
と


 事

業
計
画
 

準
備

書
p
1-
6 



 

2-
12

2
-
3
-
12
- 

2-3-12 

N
o
.
 

方
法
書
区
分
 

知
事
意
見
 

事
業
者
見
解
 

準
備
書
へ
の
 

反
映
状
況
 

価
を
行
う
こ
と
。
 

か
ら
、
生
息
地
の
分
断
、
細
分
化
等
の
影
響
は
小
さ
い
と
予
測

さ
れ
ま
す
。
 

湿
地
生
態
系
で
は
、
湿
原
に
特
異
的
に
み
ら
れ
る
植
物
群
落

や
注
目
す
べ
き
植
物
種
、
ヒ
メ
ヒ
カ
ゲ
や
ホ
シ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ

リ
等

の
昆

虫
類

が
生

息
空

間
の

小
さ

い
個

体
群

と
考

え
ら

れ

ま
す
。
集
水
域
を
含
む
湿
地
周
辺
は
広
く
保
全
し
ま
す
が
、
事

業
計
画
地
内
の
西
側
に
あ
る

2
湿
地
（

D
湿
地
、
E
湿
地
）
は
、

湿
地
の
乾
燥
化
が
進
む
恐
れ
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
生
息
環
境
が

変
化
す
る
こ
と
で
、
生
息
が
困
難
な
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
湿
地
に
つ
い
て
は
、
上
流

か
ら

の
水

の
流

れ
を

緩
流

化
し

湿
地

の
水

位
の

低
下

を
防

止

す
る
た
め
に
板
柵
の
設
置
等
を
検
討
し
ま
す
。
 

な
お
、
事
業
計
画
地
全
域
の
パ
ネ
ル
設
置
域
の
地
表
面
は
現

状
の
土
壌
環
境
を
残
し
、
雨
水
浸
透
を
阻
害
し
な
い
こ
と
と
し

ま
す
。
 

改
変
域
の
大
部
分
を
占
め
る
樹
林
地
生
態
系
で
は
、
生
息
空

間
の

小
さ

い
個

体
群

等
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

ま

す
。
 

3
5
 

生
態
系
 

事
業
計
画
地
を
囲
う
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
計
画
に
基
づ
き
、
動

物
及

び
生

態
系

へ
の

影
響

を
適

切
に

予
測

評
価

す
る

と
と

も

に
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
に
係
る
環
境
保

全
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
。
 

事
業
計
画
地
を
囲
む
フ
ェ
ン
ス
が
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
移
動
を

遮
断
す
る
場
合
は
、
周
辺
地
域
で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
個
体
数
密
度

が
増
加
す
る
影
響
が
生
じ
、
獣
害
も
予
測
さ
れ
た
た
め
、
事
業

計
画
地
の
西
側
の
フ
ェ
ン
ス
に
つ
い
て
は
柵
高
を
低
く
し
、
柵

下
部

の
空

間
を

確
保

す
る

こ
と

で
ニ

ホ
ン

ジ
カ

等
の

移
動

を

妨
げ
な
い
よ
う
、
フ
ェ
ン
ス
設
置
計
画
を
検
討
し
ま
し
た
。
事

業
計
画
地
の
東
側
は
、
周
辺
へ
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
影
響
を

考
慮
し
て
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
移
動
が
出
来
な
い
程
度
の
高
さ
の

フ
ェ
ン
ス
と
す
る
計
画
と
し
ま
す
。
 


 予

測
結
果
 

準
備
書

p
4-
1
0
-
8
1
 

3
6
 

生
態
系
 

昆
虫

類
に

つ
い

て
も

ト
ラ

ン
セ

ク
ト

法
に

よ
る

調
査

を
実

施
し
、
事
後
調
査
に
お
い

て
定
量
的
な
解
析
に
よ
る
比
較
が
可

能
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 

チ
ョ

ウ
類

を
対

象
と

し
た

ト
ラ

ン
セ

ク
ト

調
査

を
夏

季
に

実
施
し
、
現
在
の
生
息
状
況
を
把
握
い
た
し
ま
し
た
。
事
後
調

査
に

お
い

て
同

時
期

に
同

様
の

調
査

を
実

施
す

る
こ

と
で

事

業
に

よ
る

変
化

を
定

量
的

に
解

析
す

る
計

画
と

い
た

し
ま

し

た
。
 


 調

査
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
1
0
-
4
2
 



 

2-
12

2
-
3
-
13
- 

2-3-13 

N
o
.
 

方
法
書
区
分
 

知
事
意
見
 

事
業
者
見
解
 

準
備
書
へ
の
 

反
映
状
況
 

3
7 

景
観
、
触
れ
合

い
活
動
の

場
 

景
観
及
び
触
れ
合
い
活
動
の
場
に
つ
い
て
、
計
画
地
は
八
ヶ

岳
中
信
国
定
公
園
に
隣
接
し
て
い
る
場
所
で
あ
り
、
国
定
公
園

は
多
く
の
人
が
景
観
を
楽
し
む
場
所
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
標

高
の
高
い
場
所
や
遠
方
の
場
所
を
含
め
て
、
可
視
範
囲
を
厳
密

に
検
討
し
、
適
切
な
調
査
地
点
を
選
定
す
る
こ
と
。
 

ご
指
摘
の
と
お
り
、
標
高
の
高
い
場
所
や
遠
方
の
場
所
を
含

め
て
、
可
視
範
囲
を
厳
密
に
検
討
し
、
調
査
地
点
を
設
定
し
ま

し
た
。
 


 調

査
結
果
 

準
備

書
p
4-

12
-1

、

p
4-
13
-1
 

3
8 

景
観
、
触
れ
合

い
活
動
の

場
 

次
の
地
点
に
つ
い
て
、
主
要
な
視
点
場
と
し
て
位
置
付
け
、

景
観
の
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
地
点
に
追
加
す
る
こ
と
を
検

討
す
る
こ
と
。
 

ア
 
車
山
、
杖
突
峠
、
守
屋
山
等
の
山
岳
観
光
地
点
 

イ
 
八
ヶ
岳
連
峰
の
山
頂
 

ウ
 
霧
ヶ
峰
高
原
の
霧
鐘
塔
 

ご
指
摘
の
視
点
場
に

つ
い
て
、
景
観
調
査
を
実
施
い
た
し
ま

し
た

。
な

お
、

「
ウ

 
霧

ヶ
峰

高
原

の
霧

鐘
塔

」
は

事
業

計
画

地
が
見
え
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
た
め
、
景
観
調
査
の
視
点
場

か
ら
は
除
外
い
た
し
ま

し
た
。
 


 調

査
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
1
2
-
4
 

3
9 

景
観
、
触
れ
合

い
活
動
の

場
 

触
れ
合
い
活
動
の
場
を
環
境
影
響
評
価
の
項
目
に
追
加
し
、

方
法
書
に
記
載
の
地
点
の
ほ
か
、
次
の
地
点
に
つ
い
て
調
査
、

予
測
及
び
評
価
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
。
 

ア
 
茅
野
市
米
沢
地
区
の
湧
水
地
（
北
大
塩
大
清
水
水
源
等
）
 

イ
 
吉
田
山
市
民
の
森
、
永
明
寺
山
公
園
、
十
五
社
 

触
れ
合
い
活
動
の
場

を
環
境
影
響
評
価
の
項
目
に
追
加
し
、

ご
指
摘
の
地
点
を
含
め

調
査
等
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
 


 調

査
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
1
3
-
4
 

4
0
 

文
化
財
 

事
業
計
画
地
内
に
は
、
遺
構
等
の
分
布
確
認
調
査
を
実
施
し

て
い
な
い
土
地
が
あ
る
が
、
周
辺
地
域
で
の
調
査
成
果
や
地
形

等
の
特
徴
か
ら
遺
構
等
が
分
布
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
、
ジ
ャ
コ
ッ
パ
ラ
遺
跡

群
な
ど
既
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

に
つ
い
て
も
そ
の
性
格
上
、
範
囲
が
不
明
確
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
土
木
工
事
等
に
よ
り

遺
構
等
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

あ
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
諏
訪
市
の
文
化
財
保
護
部
局
と
協
議

の
上
、
必
要
に
応
じ
て
試
掘
調
査
等
を
行
う
こ
と
。
 

 

事
前
の
試
掘
調
査
に
よ
り
、
切
土
予
定
地
及
び
伐
採
予
定
地

に
埋
蔵
文
化
財
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
諏
訪
市
教
育
委
員
会

埋
蔵
文
化
財
課
と
の
協
議
の
上
、
事
業
地
内
道
路
計
画
を
見
直

す
等
、
土
地
利
用
計
画
の
変
更
を
検
討
し
ま
す
。
 

ま
た
、
土
地
利
用
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
諏
訪
市
に
よ
る
試
掘
調
査
結
果
を
文
献
調
査
し
、
掘
削
が
行

わ
れ

る
箇

所
が

埋
設

文
化

財
の

分
布

の
可

能
性

が
低

い
場

所

と
な
る
よ
う
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
 

 


 調

査
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
1
5
-
1
 

4
1
 

廃
棄
物

等
 

廃
棄
物
等
の
発
生
量
に
つ
い
て
、
再
資
源
化
率
の
目
標
を
設

定
し
た
上
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
予
測
を
行
う
こ
と
。
 

ご
指

摘
の

と
お

り
、

再
資

源
化

率
の

目
標

を
設

定
し

た
上

で
、
予
測
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
 

 


 予

測
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
1
5
-
2
 

4
2
 

廃
棄
物

等
 

準
備
書
に
お
い
て
、
以
下
の
廃
棄
物
等
の
発
生
量
を
予
測
評

価
の
対
象
に
加
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
も

記
載
す
る
こ
と
。
 

ア
.
供

用
開

始
後

敷
地

内
の

雑
草

の
繫

茂
に

応
じ

て
、

年
間

2
〜

3
回

の
除

草
作

業
を

発
電

所
全

域
の

残
置

森
林

を
除

い
た

敷
地
内
で
行
う
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。
 


 事

業
計
画
 

準
備

書
p
1-
40
～
4
3 



 

2-
12

2
-
3
-
14
- 

2-3-14 

N
o
.
 

方
法
書
区
分
 

知
事
意
見
 

事
業
者
見
解
 

準
備
書
へ
の
 

反
映
状
況
 

ア
 
除
草
作
業
に
よ
り
発
生
す
る
草
木
 

イ
 
調
整
池
か
ら
発
生
す
る
浚
渫
土
 

ウ
 
太
陽
光
発
電
所
の
廃
止
時
に
発
生
す
る
廃
太
陽
光
パ
ネ
ル
 

（
他

の
発

電
所

で
の

実
績

に
よ

り
年

2
回

の
実

施
を

現
時

点

の
計
画
と
し
ま
す
が
、
事
業
用
地
は
も
と
も
と
山
林
で
あ
り
、

雑
草
等
の
生
育
が
早
い
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
状
況
に
応
じ
て

3
回
の
実
施
を
検
討
い
た
し
ま
す
）
 

ま
た
、
草
刈
り
乗
用
車
も
し
く
は
肩
掛
け
草
刈
機
に
て
除
草

を
行
い
、
除
草
作
業
に
お
い
て
除
草
剤
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
 

毎
回

の
除

草
作

業
に

よ
っ

て
約

4
4
ｔ

の
草

木
が

除
草

さ
れ

る
と

推
定

し
ま

す
が

、
除

草
後

の
草

木
の

流
出

を
避

け
る

た

め
、
傾
斜
地
に
て
刈
ら
れ
た
草
木
に
つ
い
て
は
集
積
を
行
い
、

場
外
処
理
と
し
ま
す
。
 

集
積

範
囲

は
現

在
想

定
に

お
い

て
除

草
し

た
約

44
t

の
除

草
全
て
を
前
提
と
し
計
画
を
し
て
お
り
、
集
積
後
全
て
諏
訪
市

条
例

に
て

よ
り

指
定

さ
れ

る
処

分
場

に
て

処
分

す
る

計
画

と

い
た
し
ま
す
。
 

工
事
期
間
中
の
１
年
間
に
お
い
て
、
各
調
整
池
毎
に
最
大
で

以
下
の
土
量
が
堆
積
す
る
も
の
と
想
定
し
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
 
A
調
整
池
 
 
1
3
,
2
0
0
 
㎥
 

 
 
 
 
 
 
B
調
整
池
 
 
 
5
,
8
0
0
 
㎥
 

 
 
 
 
 
 
C
調
整
池
 
 
1
0
,
8
0
0
 
㎥
 

※
上

記
開

発
区

域
内

の
す

べ
て

の
地

点
で

想
定

さ
れ

る
最

大
流
出
土
量
が
工
事
期
間
中
に
流
出
さ
れ
続
け
、
か
つ
そ
の
す

べ
て
が
調
整
池
に
堆
積
す
る
と
し
た
場
合
の
土
量
で
あ
り
、
実

際
に
は
、
こ
の
数
値
よ
り
も
少
な
い
堆
積
土
量
と
な
る
と
推
測

さ
れ
ま
す
が
、
計
画
上
よ
り
安
全
な
計
画
と
す
る
た
め
、
上
記

を
前
提
に
計
画
を
行
い
ま
す
。
 

 イ
.
運
転
開
始
後
の

3
年
間
に
お
い
て
、
各
調
整
池
毎
に
最

大
で
以
下
の
土
量
が
堆
積
す
る
も
の
と
想
定
し
ま
す
。
 
 
 

 
 
 
 
 
 
A
調
整
池
 
 
 
2
,
0
0
0
 
㎥
 

 
 
 
 
 
 
B
調
整
池
 
 
 
 
 
8
5
0
 
㎥
 

 
 
 
 
 
 
C
調
整
池
 
 
 
1
,
7
5
0
 
㎥
 

※
上

記
開

発
区

域
内

の
す

べ
て

の
地

点
で

想
定

さ
れ

る
最



 

2-
12

2
-
3
-
15
- 

2-3-15 

N
o
.
 

方
法
書
区
分
 

知
事
意
見
 

事
業
者
見
解
 

準
備
書
へ
の
 

反
映
状
況
 

大
流
出
土
量
が
運
転
開
始
後
に
流
出
さ
れ
続
け
、
か
つ
そ
の
す

べ
て
が
調
整
池
に
堆
積
す
る
と
し
た
場
合
の
土
量
で
あ
り
、
実

際
に

は
 
、

こ
の

数
値

よ
り

も
少

な
い

堆
積

土
量

と
な

る
と

推

測
さ
れ
ま
す
が
、
計
画
上
よ
り
安
全
な
計
画
と
す
る
た
め
、
上

記
を
前
提
に
計
画
を
行
い
ま
す
。
 

 上
記
堆
積
土
に
対
し
て
、
工
事
期
間
中
は
、
4
か
月
毎
に

1

度
、
運
転
開
始
後
に
お
い
て
は
運
転
開
始
後

3
年
以
内
を
目
安

に
堆

積
土

の
状

況
に

応
じ

て
浚

渫
作

業
を

実
施

す
る

こ
と

を

計
画
し
て
お
り
、
こ
の
浚
渫
作
業
実
施
に
よ
っ
て
、
設
計
上
の

調
整
池
機
能
が
保
た
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
工
事
後
土
壌
の
安
定
と
と
も
に
堆
積
土
は
減
少
す
る

も
の
と
推
定
し
て
お
り
、
運
転
開
始

3
年
後
以
降
に
つ
い
て
は

3
年
に

1
度
の
頻
度
を
目
途
と
し
て
、
堆
積
土
の
状
況
に
応
じ

浚
渫
作
業
を
行
う
計
画
で
す
。
 

ま
た
、
こ
の
作
業
に
お
い
て
発
生
す
る
浚
渫
土
は
廃
棄
物
と

し
て

の
扱

い
を

受
け

ま
せ

ん
の

で
有

害
物

質
の

含
有

の
無

い
こ

と
を
確
認
の
の
ち
に
、
国

の
定
め

る
発

生
土

利
用

基
準

に
し

た
が

っ
て
適
切
に
処
理
を
行
い
ま

す
。

 

（
参
考
：
廃
棄
物
の
処

理
及

び
清

掃
に

関
す

る
法

律
の

施
行

に

つ
い
て
 
昭
和
 4
6
 
年
 
1
0
 
月
 
1
6
 
日
 
環
整
 
4
3
 
厚
生
省
通
知
）
 

 ウ
. 

20
年
後
に
お
い
て
も
事
業
を
継
続
す
る
計
画
と
し
て

お
り
ま
す
が
、
万
一
、
太
陽
光
発
電
所
を
廃
止
し
た
場
合
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
環
境
省
が
定
め
る
「
太
陽
光
発

電
設
備
の
リ
サ
イ
ク
ル
等
の
推
進
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
基
づ
き
、
出
来
る
だ
け
再
使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）
し
、
再
使
用

で
き
な
い
も
の
も
出
来
る
だ
け
再
生
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
す

る
方
針
で
す
。
 

（
参
考
：
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
e
n
v
.
g
o
.
j
p
/
p
r
e
s
s
/
1
0
2
3
3
0
.
h
t
m
l
）
 

 具
体
的
に
は
、
当
社
自
社
発
電
所
や
海
外
事
業
等
で
の
再
使

用
を
検
討
し
、
再
使
用
出
来
な
い
も
の
は
有
価
財
と
し
て
リ
サ



 

2-
12

2
-
3
-
16
- 

2-3-16 

N
o
.
 

方
法
書
区
分
 

知
事
意
見
 

事
業
者
見
解
 

準
備
書
へ
の
 

反
映
状
況
 

イ
ク
ル
業
者
に
販
売
す
る
再
生
利
用
を
検
討
し
ま
す
。
 

な
お
、
当
社
で
は

H
2
9
.
5
末
時
点
で
約

6
5
万
枚
の
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
出
荷
し
、
6
年
間
で
約

8
0
0
枚
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

交
換
（
外
的
要
因
・
故
障
含
む
）
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
も

再
使

用
可

能
な

も
の

は
自

社
保

有
発

電
所

等
で

再
使

用

し
、
再
使
用
出
来
な
い
も
の
は
、
有
価
財
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

業
者
に
販
売
し
て
お
り
、
平
成

2
9
年

7
月
末
時
点
ま
で
に
当

社
が

行
っ

た
パ

ネ
ル

処
理

の
中

で
産

業
廃

棄
物

と
し

て
処

理

し
た
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

4
3 

温
室
効
果
ガ
ス

等
 

温
室
効
果
ガ
ス
等
に
つ
い
て
、
樹
木
の
伐
採
に
よ
る
二
酸
化

炭
素
の
吸
収
量
の
減
少
、
工
事
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
の

増
加

及
び

太
陽

光
発

電
に

よ
る

温
室

効
果

ガ
ス

の
削

減

量
を
そ
れ
ぞ
れ
明
確
に
し
て
、
予
測
評
価
を
行
う
こ
と
。

 

温
室
効
果
ガ
ス
に
つ

い
て
、
樹
林
の
伐
採
に
よ
る
吸
収
量
の

減
少
、
工
事
に
伴
う
排
出
量
の
増
加
、
及
び
太
陽
光
発
電
に
よ

り
削
減
量
を
算
定
し
予

測
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。
 


 予

測
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
1
6
-
5
、
 

p
4-
16
-7
、

p4
-
16
-8
 

4
4
 

そ
の
他
 

多
く

の
パ

ワ
ー

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ

ナ
ー

が
稼

働
す

る
こ

と
に

よ
り
、
電
波
障
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
な
い
か
、
類
似
事
例

を
参
考
に
そ
の
影
響
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

 

本
事
業
で
設
置
予
定
の

P
C
S
と
同
様
の

P
C
S
が
設
置
さ
れ
て

い
る
、
類
似
事
例
（
神
奈
川
県
綾
瀬
市
）
に
お
い
て
実
測
を
行

い
、

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
を

参
考

に
予

測
評

価
を

実
施

し
ま

し

た
。
 


 予

測
結
果
 

準
備
書
 
p
4
-
4
-
8
 

  


